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中学校道徳教科書における少数者の扱いの検討 

藤川  大祐  
千葉大学教育学部  

 
 

	 2019年度より中学校で使用される道徳教科書全 8社 24冊について、「友情、信頼」他に関して性のあり方は
どのように扱われていて LGBT等への配慮は見られるか、「家族愛、家庭生活の充実」他に関して虐待等で苦し
む者への配慮は見られるか、「我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度」他に関して外国にルーツをもつ者

への配慮は見られるかを検討した。検討の結果、LGBT 等については 3 社での扱いが確認でき、ジェンダー・
ステレオタイプを批判的に扱っている教材も見られたものの、異性愛を当然とした教材が多い等、LGBT等への
配慮に課題があることが確認された。虐待等で苦しむ子どもへの配慮や外国にルーツをもつ者への配慮は、ほぼ

見られなかった。こうしたことから、2019 年度以降の中学校の道徳授業においては、少数者に配慮した教材を
別途扱う等の対応が必要となることが確認された。 
	 キーワード：道徳、教科書、少数者、家族、LGBT 

 
 

1. 道徳教育における少数者の扱い 

 
1.1. 道徳教科化といじめ問題への対応 

	 2018年度より、小学校で一部改訂学習指導要領が本
格実施され、「特別の教科」としての道徳が正式に始ま

った。 
	 そもそも道徳の教科化は、2013年に出された教育再
生実行会議第一次提言「いじめ問題等への対応につい

て」1において、「子どもが命の尊さを知り、自己肯定感

を高め、他者への理解や思いやり、規範意識、自主性や

責任感などの人間性・社会性を育むよう、国は、道徳教

育を充実する」「道徳の教材を抜本的に充実するととも

に、道徳の特性を踏まえた新たな 枠組みにより教科化
し、指導内容を充実し、効果的な指導方法を明確化する」

として打ち出されたものであった。 
	 だが、藤川（2018a）で詳細に検討したように、道徳
の教科化が具体化されていく中で、道徳といじめ防止と

の関係は不明確になり、小学校学習指導要領（文部科学

省 2015a）や中学校学習指導要領（2015b）には「いじ
め」という語が使われていない。 
	 さすがに学習指導要領解説（文部科学省 2015c、文部
科学省 2015d）では、道徳といじめとの関係が記述さ
れている。藤川（2018a）で検討したように、解説は、
主にいじめ加害者の心理に言及し、人間としての弱さや 
同調圧力に従う態度、生命を軽視する態度がいじめにつ

ながることを示唆し、「いじめを生まない雰囲気や環境

を醸成する」こと等を求めている。他方で、解説では被

害者側や傍観者の立場への言及は限られており、被害者

に対しては相談することを促す内容となっている。だが、

加害者はいじめをしてはいけないことを十分に認識し

ていながらいじめにあたる行為をしている場合が多い

と考えられること、被害者も誰かに相談するよう言われ

ていながら相談できないことが多いと考えられること

から、学習指導要領解説がいじめ問題の解決に資するべ

く踏み込んだ議論をしているとは言い難い。 
	 学習指導要領の記述に戻ろう。いじめに直接言及して

いないばかりか、藤川（2018a）で論じたように、学習
指導要領にはいじめを助長する恐れのある記述が見ら

れる。すなわち、少数者を排除する考え方がうかがわれ

る記述が多く見られるのである。 
	 たとえば、「感謝」や「家族愛、家庭生活の充実」に

ついては、「日々の生活が家族や過去からの多くの人々

の支え合いや助け合いで成り立っていることに感謝し、

それに応えること」（文部科学省 2015a）、「父母、祖父
母を敬愛し、将来の生き方について考えを深め、勤労を

通じて社会に貢献すること」（文部科学省 2015b）とい
った記述が見られ、親などの家族は感謝や敬愛の対象と

してのみ扱われている。こうした記述には、両親と子ど

もが幸せに暮らす家族を標準とし、虐待が生じている家

庭等、標準に該当しない少数者を排除する考え方がうか

がわれる。同様に、学校生活についても教師は敬愛する

者だということが前提になり、性についても LGBT 等
は想定されておらず、外国にルーツをもつ者などいない

かのように「日本人としての自覚」（文部科学省 2015b）
が求められている。 
	 以上のように、学習指導要領はいじめ問題への対応に
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直接結びつくものではない上に、少数者を排除する発想

が見られることから逆にいじめを助長する恐れのある

ものとなっている。いじめ問題に直接対応していないこ

とも問題であるが、そのこと自体はいじめ問題を悪化さ

せるものではない。だが、いじめを助長する可能性があ

ることは深刻な問題である。 
 
1.2. 小学校道徳教科書における少数者の扱い 

	 では、こうした学習指導要領に基づいて作成され、

2018年から使用されている小学校道徳教科書において
は、少数者はどのように扱われているであろうか。 
	 藤川（2018b）で検討したように、小学校の教科書に
おいても、少数者への配慮を欠いていると考えられる点

が多く見られる2。 
	 たとえば、「友情、信頼」に関しては、学習指導要領

で性に関して LGBT 等への配慮がないことを反映して、
LGBT 等に配慮した教材は小学校教科書には掲載され
ていない。 
	 また、「家族愛、家庭生活の充実」については、子ど

もが親などの家族に不満を抱きながらも、家族からの愛

情を知るという話が並び3、虐待等で苦しむ子どもへの

配慮を見いだすことはできない。 
	 「国や郷土を愛する態度」については、和風、和食等

の「和」の伝統のよさを示す教材が多い4。日本の伝統

について理解を促すものとしての意義はあるかもしれ

ないが、外国にルーツをもつ者への配慮は見られない。 
	 以上のように、小学校道徳教科書では、学習指導要領

を反映して、LGBT 等、家族からの虐待に苦しむ者、
外国にルーツをもつ者といった少数者への配慮を欠い

ていると考えられる点が多く見られる。このことは、こ

うした教科書を用いた授業が進むことによって、少数者

を排除することが促されてしまい、いじめを助長してし

まう可能性があることを意味する。 
	 では、小学校教科書から 1年遅れて 2019年度より使
用される中学校道徳教科書においては、少数者はどのよ

うに扱われているのであろうか。 
 

2. 本研究の目的と方法 

 
2.1. 本研究の目的 

	 本研究は、2019年度より使用される中学校道徳教科
書において少数者がどのように扱われているかを明ら

かにし、これら教科書を用いた授業がどのようになされ

るべきかを検討するものである。 
2.2. 研究の方法 

	 本研究が対象とするのは、2019年度より中学校で使
用される予定の「特別の教科	 道徳」用検定教科書全 8
社、計 24冊である5。 

	 各教科書全教材を対象に、以下の点について検討し、

結果を整理して述べる。 
1）「友情、信頼」他に関して、性のあり方はどのよう
に扱われていて、LGBT等への配慮は見られるか。 
2）「家族愛、家庭生活の充実」他に関して、虐待等で
苦しむ者への配慮は見られるか。 
3）「我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度」他
に関して、外国にルーツをもつ者への配慮は見られるか。 
 

3. 検討の結果 

 
3.1. 性のあり方に関して 

	 「友情、信頼」については、学習指導要領（2015b）
で「異性についての理解を深め」ることが求められてい

ることを受け、異性間の恋愛や友情に関わる教材を各社

が取り上げている。男子と女子がつきあっていると誤解

されて困惑する話である「サキとタク」（学研教育みら

い 2年6）、男子から女子への恋愛感情の話である「クラ

スメイト」（学研教育みらい 1年7）や「チョコの行方」

（教育出版 1年8）、女子から男子への恋愛感情の話であ

る「恋する涙」（日本文教出版 2年9）といったものであ

る。学習指導要領が「異性」についての理解を求めてい

るので当然ではあるが、恋愛について扱っているこれら

の教材はすべて異性愛を扱っており、同性愛は取り上げ

られていない。 
	 「異性についての理解を深め」ることに関して、男ら

しさや女らしさ等のジェンダーに関わる問題を取り上

げている教材も見られる。編み物をする男子が主人公で

サッカーや釣りが得意な女子が親友として登場する「親

友」（光村図書 1年10）、女子が応援団長を行うことにつ

いて議論がなされる「たすきとポンポン」（教育出版 2
年11）、男女の友人間で「女の子らしさ」が問題となる

「フットライト」（教育出版 3 年12）である。こうした

教材はジェンダーに関するステレオタイプを批判的に

検討することにつながるものと考えられ、LGBT 等に
関する理解にも間接的につながる可能性があるものだ

と考えられる。 
	 他方、「男子」「女子」といった枠組みを前提に「異性

についての理解」を扱っていると思われる教材も見られ

る。東京書籍 1年13の「班での出来事」である。この教

材は「中学生になってから、男子と女子とはだんだんは

なれるようになってきた」と始まり、「男子が女子にお

しつける」「男子と女子の意見が合わない」「女子にこの

ことを話してみた」等、登場人物たちが「男子」「女子」

という枠組みで自分たちを見ることが繰り返される。物

語自体は男女の違いを越えて班員が仲良くなっていく

話なのだが、「男子」「女子」という枠組み自体は疑われ

ることはない。この教材では、ジェンダーに対するステ
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レオタイプが強調されている上にステレオタイプに対

する批判はなされないために、ステレオタイプを助長し

うるものと言える。 
	 「友情、信頼」として LGBT を扱っているのは、日
本文教出版 3年14のみであった。男子の女子への恋愛感

情15を描いた「ゴリラのまねをした彼女を好きになっ

た」という教材の次のページに「参考」として「さまざ

まな性」という 1ページのみの記事が掲載されている。
「さまざまな性」の中では、「ひとくちに男性、女性と

いっても、性にはさまざまなあり方があります」として

「体の性（生物学的性）」「心の性（ジェンダー・アイデ

ンティティ、性自認）」「好きになる性（性指向）」「表現

する性（性表現）」についての説明等が掲載されている。

直前の教材「ゴリラのまねをした彼女を好きになった」

は職場体験学習で保育園に行った際に男子に人気にあ

る女子がゴリラのまねをした話であり、女の子らしさを

相対化する内容であると言えないことはないが、ジェン

ダーに関わる問題を扱っているとまでは言い難い。この

ため、「さまざまな性」の掲載は唐突な印象を与えるも

のと言える。 
	 以上のように、「友情、信頼」に関しては、異性間の

恋愛や友情を取り上げているものが中心であり、ジェン

ダー・ステレオタイプを疑う方向の教材も見られる一方

で、ジェンダー・ステレオタイプを強化する恐れがある

教材も見られた。LGBT について直接扱っている教材
は 1 ページの短い記事 1 点だけであり、同性愛やトラ
ンスジェンター等、LGBT に直接関わる内容を具体的
に扱っている教材は皆無であった。 
	 他方、「友情、信頼」以外の項目に関連して LGBT等
に関する教材を載せている教科書が 2種類見られた16。 
	 学校図書 2 年17では、「公正、公平、社会正義」の項

目のものとして、「自分らしい多様な生き方を共に実現

させるためにできること」という 6 ページの教材が掲
載されている。この教材では、前半で「セクシュアリテ

ィの 3 要素」として「からだの性」「こころの性」「好
きになる性」が紹介される等、多様な性についての説明

がなされ、後半で NPO法人 ReBit18が行った多様な性

を学ぶ勉強会の様子を報じた新聞記事の内容が掲載さ

れている。多様な性について考え方を整理した上で具体

的な動きについても紹介されている。 
	 日本教科書 2 年19では、「相互理解、寛容」の項目の

ものとして、「だから歌い続ける」という 4ページの読
み物教材と「友達の詩」という楽曲の歌詞 1 ページが
「届けたい言葉」として掲載されている。「だから歌い

続ける」は、男性として生まれたが心は女性である性同

一性障害の主人公が、中学校時代の担任の先生の理解を

得て音楽を支えにした内容であり、教材中に明記されて

はいないが性同一性障害のシンガーソングライターで

ある中村中
あたる

20の話だと考えられる。そして、「友達の詩」

は、自身が作詞・作曲した中村の代表曲だ（2006年発
売）。これらの教材では、日本文教出版の「さまざまな

性」や学校図書の「自分らしい多様な生き方を共に実現

させるためにできること」のように LGBT や多様な性
についての概念を説明してはおらず、中村と思われる性

同一性障害の人物の物語と中村の歌詞が掲載されてい

るのみであり、扱いは教師に委ねられているように見え

る。 
	 以上のように、学習指導要領では LGBT 等への配慮
が見られないものの、3 社が LGBT について扱ってい
ることが確認でき、うち 2社は全体で 5〜6ページのま
とまった教材を掲載していた。とはいえ、この 2 社の
シェアは合計で 2.7%であり、日本文教出版を含めても
3社のシェア合計は 28%にすぎない。中学校の道徳の授
業において、教科書で LGBT 等について学ぶ機会のあ
る者は少ない。 
 
3.2. 家族に関して 

	 「家族愛、家庭生活の充実」については、学習指導要

領が「父母、祖父母を敬愛」することを求めていること

を反映して、多くの教材が親や祖父母の思いに気づき、

親や祖父母に感謝すべきことを扱っている。たとえば、

東京書籍 3年21の「背筋をのばして」は家業のクリーニ

ング屋を継ぐことを期待されていた中学生が自分で別

の進路を決めた門出に父からの愛情を実感した話であ

り、学研教育みらい 2年22の「美しい母の顔」は顔には

やけどの跡がある母親が幼い頃の自分を火事から助け

たときに負傷したことを知り母をほこりに思う話であ

る。 
	 こうした親や祖父母への感謝に関する内容と異なる

ものとしては、日本文教出版 2年23の「きいちゃん」が

ある。手足に障害をもつ「きいちゃん」という高校生の

担任と思われる教師の視点で描かれており、きいちゃん

が姉の結婚式に出ないよう母に言われて悲しんでいる

のを受け、教師ときいちゃんとで姉へのプレゼントとし

てゆかたを縫ったところ、姉の希望できいちゃんと教師

が二人とも結婚式に出た話である。視点が家族以外の人

物であることが珍しい上に、子どもが親等の愛情に気付

いて感謝する話でないことも独特である。 
	「家族愛、家庭生活の充実」についての教材はすべて、

親や祖父母は我が子を大切にしており、子どもが感謝す

べき存在として描かれている。愛情があるとは言えない

親や歪んだ愛情で子どもを苦しめる親は、一切登場しな

い。このような教科書を扱うことは、虐待に苦しむ子ど

もに対して、それでも親等に感謝しなければならないと

教えることを意味し、虐待を受けている子どもに配慮す
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るどころか、二次的な被害を生じさせる可能性がある。 
 
3.3. 外国にルーツをもつ者に関して 

	 「我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度」につ

いては、小学校の教科書と同様、和食や和風等の「和」

が「優れた伝統」として扱われているものが並ぶ。その

中で、外国との関わりを含めて「和」の伝統を扱ってい

るものが多い。東京書籍 2 年24「『和食』の良さってな

んだろう」はカレーやラーメンが日本の国民食になった

ことに言及しており、学校図書 1年25の「言葉の壁は『日

本舞踊』で乗り越えた」は日本舞踊を通じて日本文化を

海外に広げる活動をしている人を取り上げている。学研

教育みらい 1年26の「日本人の心と技」は狂言や琵琶を

愛する外国人や落語を海外に広げる日本人の話を取り

上げ、学校図書 3 年27の「命に響く『雅楽』」は雅楽が

外来の音楽と日本の音楽が融合してできたこと、現代で

も多様な音楽とのコラボレーションをしていること等

を述べている。光村図書 3年28「障子あかり」はフラン

ス人工業デザイナーのルイ・ルポア氏が日本の障子に関

心をもった話であり、学研教育みらい 3年29「タウトが

見た白川郷の合掌造」は日本の建築に注目したドイツ出

身の建築家ブルーノ・タウトの話だ。日本教科書 3年30

「小泉八雲が見た出雲の国」は日本に魅力を感じて日本

で過ごしたギリシャ出身の小泉八雲のことを取り上げ

ている。 
	 また、外国の人と接する中で中学生等の人物が日本に

ついて考えるという話がいくつかある。日本文教出版 2
年及び光村図書 2年31の「さよなら、ホストファミリー」

や学校図書 2年32の「日本人として」である。 
	 これ以外に、教育出版 3年33の「外国から見た日本人」

という 2 ページの短い教材は、東日本大震災で日本人
が「ガマン」していることについての外国人の見方を紹

介したものである。 
	 以上のように、「我が国の伝統と文化の尊重、国を愛

する態度」の教材の中には、外国との関わりを含めて書

かれているものが多く、日本の伝統の良さだけを外国と

のかかわり抜きに述べているものばかりではない。だが、

こうした教材においても、外国にルーツをもちながら日

本で暮らす子どもへの直接的な配慮が見られるものは

ない。 
	 なお、外国にルーツをもちながら日本で活躍した人の

実話を取り上げた教材として、中華民国籍の元プロ野球

選手、王貞治氏を取り上げた廣済堂あかつき 2年34及び

学校図書 2年35掲載の「国」がある。日本で生まれ育ち

プロ野球でホームラン記録を打ち立てる等して活躍し

た王氏は、日本国籍がないにもかかわらず日本で国民栄

誉賞を授与されている。その王氏が、父の祖国である中

国と母の祖国である日本の両方について、自分なりの愛

国心があると語っている。このような教材であれば、外

国にルーツをもつ子どもへの配慮にもつながるかもし

れない。 
 

4. 考察 

 
	 本研究では、中学校の道徳教科書について、LGBT
等、虐待等に苦しむ者、外国にルーツをもつ者といった

少数者への配慮がどのように見られるのかを検討して

きた。 
	 まず確認すべきなのは、道徳教科書を見る限り、一部

の例外を除いて、LGBT も虐待も外国にルーツをもつ
者も、なかったことになっているということである。

LGBT については少数の教科書が取り上げていたもの
の、これらを除けば、人間は男と女に単純に二分され、

男女間で恋愛感情を抱くことを当然とする教材ばかり

であり、1 点だけであるが「男子」「女子」という枠組
みが否定されることなく強調されている教材もあった。

虐待に関しては、虐待をする親等は全く登場していない。

外国にルーツをもつ者も、王貞治氏を除けば、全く登場

していない。こうした状況は小学校の教科書とほぼ同様

である。学習指導要領が少数者に配慮した記述となって

いない以上、全体としてこうした傾向になることは当然

だと考えられる。 
	 他方、少数者への配慮につながる可能性があると見る

ことのできる教材も見られた。性のあり方については、

LGBT を扱っていないとしても、ジェンダー・ステレ
オタイプを扱っている教材があった。ジェンダーについ

て敏感になることは LGBT 等の多様な性について理解
し、受け入れることにつながると考えられる。また、家

族については、教師の視点で障害をもつ人物と姉との関

係が描かれている教材があった。障害児・者を兄弟姉妹

にもつ者については、寂しさや孤独感を抱きやすいとい

う否定的な面が見られる一方で、責任感、寛容さ、誠実

さを身につけられるという肯定的な面もあることが指

摘されており（たとえば、桑山 2017）、こうした者が登
場する教材は家族について単に親や祖父母に感謝する

ものとは異なる描き方をしているという点で、虐待があ

る家族等を描くことへの道を拓くものと考えられるか

もしれない。外国にルーツをもつ者に関しては、外国に

関係する教材は多く掲載されており、今後外国人労働者

が増えること36等を考えれば、日本在住の外国人の視点

を取り入れて「我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する

態度」に関する教材が増える可能性はあると言えるだろ

う。 
	 また、LGBTに関しては、3社が扱っていたもののす
べて異なる項目の教材として位置付けられていたこと

に注意が必要である。どの項目で扱うかによって、
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LGBT を扱う観点が異なってくることが考えられる。
当面は学校や地域が工夫して扱っていくしかないだろ

うが、内容が偏ることを防ぐために、教材や実践の情報

が広く共有される必要があるだろう。 
	 一部の例外は見られるものの、中学校道徳教科書には

全体として少数者への配慮が見られない以上、2019年
度からの中学校における道徳授業では学校が意識的に

少数者への配慮を行うことが求められる。教科書を「主

たる教材」として扱うことを前提にしたとしても、特に

少数者の扱いについては他の教材で補充することが不

可欠である。少数者に配慮した授業の基本的な方法とし

ては、藤川（2018b）で論じたように、ステレオタイプ
の考え方を批判し、「それは誰にもあてはまるのか」を

問うことが求められる。異性への恋愛が扱われていると

きに異性に恋愛を感じない人もいるのではないかと問

い、男子あるいは女子というアイデンティティが前提と

なっているときにそうしたアイデンティティに違和感

を覚える者はいないのかと問う。親への尊敬が扱われて

いるときに親を尊敬できない者はいないのかと問い、日

本人のあり方が問われているときに他の国にルーツが

ある者はどうなのかを問うのである。 
	 こうした方向でつくられている教材もある。 
	 たとえば、書籍『みんなで道トーク！』シリーズ37で

は、男であることに違和感をもっている子ども、暴力を

ふるう父親を尊敬できない子ども、親の一人が外国人で

あることからいじめを受けている子ども等が登場する。

そうした登場人物がどうすべきかを問うことによって、

「考え、議論する道徳」の授業を行えるようになってい

る。 
	 また、いじめ防止動画教材シリーズ「私たちの選択肢」

38では、女性であることに違和感を抱いているトランス

ジェンダーの中学生の選択を描き、やはり「考え、議論

する道徳」の授業が行えるようになっている動画教材が

収録されている。 
	 今後もこのような教材が多く開発され、適切に教科書

を補えるようになることが望まれる。 
	 なお、本研究では少数者として LGBT 等、虐待等に
苦しむ者、外国にルーツをもつ者を取り上げたが、当然

ながら配慮が必要な者はこれらに限られるわけではな

い。特に、発達障害を含む障害をもつ者については別途

検討が必要である。障害については、学習指導要領上の

特定の項目と対応していないこともあり、丁寧な検討が

必要である。このことについては、今後の課題としたい。 
                                                   
1 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/pdf/ 
dai1_1.pdf （2018年 12月 26日最終確認） 
2 以下、シェアの大きい東京書籍及び日本文教出版の教科書を
中心に例示する。 
3 たとえば、東京書籍『新しいどうとく 4』収録の「おかあさ
んのせいきゅう書」、日本文教出版『小学道徳 生きる力 5年』

                                                                                 
収録の「家族のために」。 
4 たとえば、東京書籍『新しいどうとく 5』収録の「ぼくのお
茶体験」、日本文教出版『小学道徳 生きる力 5年』収録の「ぼ
くのお茶体験」。 
5 なお、2019年度の中学校道徳教科書のシェアは、産経新聞
2018年 11月 9日「中学道徳教科書シェア、東京書籍が３割
でトップ」によると以下の通りである。 
	 東京書籍  34.8% 
	 日本文教出版 25.3% 
	 光村図書  16.0% 
	 教育出版  10.1% 
	 学研教育みらい  5.7% 
	 廣済堂あかつき  5.4% 
	 学校図書   2.4% 
	 日本教科書  0.3% 
https://www.sankei.com/life/news/181109/lif1811090038-n1.
html （2018年 12月 26日最終確認） 
6 『中学生の道徳	 明日への扉	 2年』 
7 『中学生の道徳	 明日への扉	 1年』 
8 『中学道徳	 とびだそう未来へ	 1』 
9 『中学道徳	 あすを生きる	 2』 
10 『中学道徳 1	 きみがいちばんひかるとき』 
11 『中学道徳 2	 とびだそう未来へ』 
12 『中学道徳 3	 とびだそう未来へ』 
13 『新しい道徳 1』 
14 『中学道徳	 あすを生きる	 3』 
15 教材中の表記は「性同一性障がい」であるが、本稿では一
般的な表記である「性同一性障害」という表記を用いる。 
16 朝日新聞「『性的少数者』道徳教科書で初の掲載	 8社中 4
社で」（2018年 3月 27日）等の報道では検定時点で 4社が
LGBTを取り上げているとされているが、教科書で確認できた
のは日本文教出版、学校図書、日本教科書の 3社だけであった。 
https://www.asahi.com/articles/ASL3W51VBL3WUTIL03R.
html （2018年 12月 27日最終確認） 
17 『輝け未来	 中学校道徳 2年』 
18 認定 NPO法人 ReBit。「LGBTを含めた全ての子どもが、
ありのままの自分で大人になれる社会を目指す」法人。公式サ

イトは以下。 
https://rebitlgbt.org （2018年 12月 27日最終確認） 
19 『道徳	 中学校 2	 生き方を見つめる』 
20 2006年メジャーデビューのシンガーソングライター。戸籍
上は男性で心は女性であることを公表して活動している。 
21 『新しい道徳 3』 
22 『中学生の道徳	 明日への扉	 2年』 
23 『中学道徳	 あすを生きる	 2』 
24 『新しい道徳 2』 
25 『輝け未来	 中学校道徳 1年』 
26 『中学生の道徳	 明日への扉	 1年』 
27 『輝け未来	 中学校道徳 3年』 
28 『中学道徳 3	 きみがいちばんひかるとき』 
29 『中学生の道徳	 明日への扉	 3年』 
30 『道徳	 中学校 3	 生き方を創造する』 
31 『中学道徳 2	 きみがいちばんひかるとき』 
32 『輝け未来	 中学校道徳 2年』 
33 『中学道徳 3	 とびだそう未来へ』 
34 『中学生の道徳	 自分を考える 2』 
35 『輝け未来	 中学校道徳 2年』 
36 2018年 12月 8日、改正入国管理法が成立し、2019年 4月
より日本は多くの職種で外国人労働者を受け入れることとな

った。家族の帯同は認められていないので、すぐに外国にルー

ツをもつ子どもが増えるとは言えないが、こうした方向で外国

人受け入れが進めば、日本国内で外国にルーツをもつ子どもが

増えていくと考えられる。 
37 藤川大祐監修、田中六大漫画、河出書房新社、2017年。漫
画を中心とした小学生向け書籍 3冊シリーズであり、中学校で
も道徳授業に活用されている例がある。 
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38 千葉大学、敬愛大学、柏市教育委員会、ストップイットジ
ャパン等による共同プロジェクトで作成された教材シリーズ

であり、シリーズ全 3作の動画教材が DVD付冊子として配布
されている。以下参照。 
http://stopit.jp/workshop（2018年 12月 27日最終確認） 
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